
鳥獣職の業務内容

１．島根県の鳥獣被害対策の現状

【課題】野生鳥獣による農作物被害額は年間7千万円前後です

○ 野生鳥獣による被害は、クマによる人的被害や、シカ等による森林被害

など様々なものがありますが、島根県におけるもっとも大きな課題はイノ

シシによる農作物被害です。被害額はこの10年間７千万円前後で推移して

います。

〇 また、イノシシ被害以外にも、中国山地におけるニホンジカ被害の拡大、

県中央部を中心としたニホンザルの群れの発生、主として県西部における

ツキノワグマによる人的被害など、対策を怠れば、将来的に更に被害が拡

大する可能性があります。

【県の取組】

〇 県や市町村が行う水田園芸などの産地づくりや、中山間地域等における

営農維持・発展の取組に併せ、侵入防止柵の設置・管理、農地周辺の草刈

りなど、農業者（地域・集落）を中心に関係者が連携して取り組む「地域

ぐるみの鳥獣被害対策」を進めます。

〇 関係市町と連携しながら、捕獲体制の構築や広域的な被害防止対策を推

進します。

＜地域での鳥獣被害対策検討会＞ ＜ワイヤーメッシュ柵の設置・維持管理研修会＞



【行政（本庁勤務等）】

鳥獣被害対策を通じた地域貢献

地域の農林業や生活環境を守り、地域住民の安全と安心を守ることで地域全体の発

展に貢献する活動です。

現在どんな仕事を担当していますか？

中国山地のニホンジカ被害対策として、生息調査や捕獲に関する設計・事業発注な

どを行っています。また、出没や被害が増加しているニホンザルの被害対策として、

市町村との連絡調整や被害対策業務の設計・発注等を行っています。これらの事業に

ついては国からの交付金を受けて実施していることから、交付金関係の事務処理等も

行っています。

島根県職員として働く魅力は？

島根県では、さまざまな鳥獣種による鳥獣被害が発生しています。時にはすぐに原

因がわからないこともありますが、そのような状況下で地域の方と一緒に悩みながら

被害対策を進めることができます。自分が提案した対策が実際に地域の鳥獣被害を防

ぐことができると、地域の方から「ありがとう」という感謝のお言葉を頂くことがあ

り、やりがいを感じます。

ある１日のスケジュール

２．業務内容

農林水産部職員向け
鳥獣害対策研修



【現場対応（地域事務所勤務）】

鳥獣対策の分野から地域の暮らしを守る！

野生鳥獣の被害対策を通じて、農林業の振興や住民の安心安全、よりよい生活の確保

を図るために日々奮闘しています。

現在どんな仕事を担当していますか？

クマの出没抑制や人身被害の未然防止のために、現地での被害対策の指導や講習会の

開催、必要に応じて迅速な捕獲対応を行っています。また、中国山地のニホンジカ対

策として、捕獲圧を高めることを目的とした捕獲体制の構築、事業計画の策定、捕獲

事業の発注にも取り組んでいます。そのほかにも、傷病鳥獣救護、狩猟事務、鳥獣保

護区等の管理、生息状況調査など、幅広い鳥獣行政に携わっています。

島根県職員として働く魅力は？

現在、島根県では鳥獣の専門職として11名の職員が採用されており、県庁（施策立

案）、地域事務所（現場実行）、研究機関それぞれに配置されています。専門職同士

で技術的な相談や連携をしながら取り組める体制が整っており、切磋琢磨しながら業

務ができるのは心強いです。また、業務の性質上、住民の方との関わりが多く、「あ

りがとう」、「来てくれて安心した」といったお言葉をいただける機会が多いのも、

この仕事ならではの喜びです。野生鳥獣と人との間に立ち、お互いがうまく共生でき

るよう行政の立場から支援したい方にとっては魅力ある職場だと思います。

ある１日のスケジュール

地域住民を対象とした
鳥獣被害対策研修



【研究職（中山間地域研究センター勤務）】

調査研究を通して人と野生鳥獣との共存を目指す

野生鳥獣の生息状況や被害実態の把握、効果的な対策技術の実証など、「人と野生

鳥獣との共存」を図るための調査・研究・普及活動を行います。

現在どんな仕事を担当していますか？

私の担当は、イノシシやニホンザルの分布調査や農業被害防止技術の検証と、ニホ

ンジカやノウサギによる林業被害調査や捕獲技術の実証です。具体的には、防護柵の

設置試験や囲いわなによる捕獲試験、GPS首輪を用いた追跡調査などを行っています。

また、集落での現地調査も行い、野生鳥獣被害に強い元気な地域をつくるための住民

側の特徴も分析しています。学会での発表を通して、研究成果の普及に努めると共に

地域住民への研修会や学生への授業も行っています。

島根県職員として働く魅力は？

島根県は、全国に先駆けて鳥獣行政を担当する専門職員を採用している県です。私

は関東地方出身ですが、大学時代に野生動物について研究していた自身の経験が活か

せると思い、島根県職員を志望しました。同じ志を持つ鳥獣職員は仲が良く、困った

ことは気軽に相談できます。林業・農業関係職員とも交流があり、地域の方々との距

離も近いため、様々な知識と経験を身に付けることができるのも魅力です。

ある１日のスケジュール

シカ捕獲試験わな設置

10:00 鳥獣被害対策に関する研修講師



３．職員構成

出身大学及び学部

・日本獣医生命科学大学 獣医学部

・麻布大学 獣医学部

・琉球大学 農学部

・中央大学 理工学部 など

年齢構成及び男女比

20代

27%

30代

64%

40代

9%

年齢構成

20代 30代 40代

82%

18%

男女比

男性 女性
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